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本事業の背景と目的 

  

本事業は、自動車製造事業者である日産自動車株式会社と解体事業者及び破砕事業者であるスズ

トクホールディングス株式会社、プラスチックの材料リサイクル事業を行い、申請事業者である株

式会社レノバとその出資企業である秋田エコプラッシュ株式会社、プラスチックの油化事業を行っ

ている株式会社野田修護商店とその再生油の受け入れ先企業である JX 日鉱日石エネルギー株式会

社の連携により事業を実施した。 

自動車製造事業者である日産自動車株式会社は、中期環境行動計画グリーンプログラム 2016 を発

表し、車 1 台あたりのリサイクル材使用率を 2016 年までに 25%にする目標を立て、クローズドル

ープリサイクルの取り組みを推進している。 

解体事業者及び破砕事業者であるスズトクホールディングス株式会社は、これまで鉄や非鉄金属

を回収することを事業として行ってきたが、これまで回収を行ってこなかった廃プラスチックの回

収・リサイクル事業の事業化を検討している。 

プラスチックの材料リサイクルを行っている株式会社レノバは、出資会社である秋田エコプラッ

シュ株式会社が所有する高度選別施設により実証実験を行い、スズトクホールディング株式会社が

実施する高度選別施設から回収した廃プラスチックと容器包装プラスチックとをコンパウンドし、

日産自動車株式会社へ再生原料を供給することを検討した。 

プラスチックの油化事業を行っている株式会社野田修護商店は、本事業の結果を踏まえ、油化事

業を事業化し、再生油を JX 日鉱日石エネルギー株式会社に販売し、再生油は、石油精製プロセスに

より、一部が PP 等の樹脂原料になり、これらを JX 日鉱日石エネルギー株式会社に日産自動車株式

会社に、廃プラ由来のバージン樹脂として再使用することを検討した。プラスチックの油化事業を

行っている株式会社野田修護商店は、本事業の結果を踏まえ、油化事業を事業化し、再生油を JX 日

鉱日石エネルギー株式会社に販売し、再生油は、石油精製プロセスにより、バージン PP 樹脂になり、

これらを JX 日鉱日石エネルギー株式会社に日産自動車株式会社に、廃プラ由来のバージン樹脂とし

て販売することを検討している。 

一方、我が国では、使用済自動車は、事前選別して破砕事業者により鉄類を回収し、残渣として

発生した ASR(Automobile Shredder Residue)と認定された全部利用事業者により部品や素材を再

利用する二つのリサイクルルートにより再資源化されている。ASR の処理方法としては、サーマル

リサイクルが中心となっており、資源回収している処理方法も金属を回収し、プラスチックについ

ては、燃料となっているのが実態であり、廃プラスチックが材料リサイクルされているのは、全部

利用事業者だけであり、平成 24 年度実績で、全体の使用済自動車の台数の 4.4%であった。欧州で

は、既に ASR から廃プラスチックを回収し、自動車メーカーに再生素材を販売する事業者もいるこ

とから本事業の参考になる。 

本事業では、使用済自動車に含まれる廃プラスチックの再資源化するために、高度選別技術を検

証するとともに、材料リサイクルと油化の事業性について検証することを目的としている。 
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1.  ASR の性状把握 

1.1  ASR の利用手続き 

 ASR(Automobile Shredder Residue)は、使用済自動車の破砕後鉄を除去した残渣であり、自動車

リサイクル法により管理されている。本実証実験にあたっては、経済産業省、環境省から 2007 年

12 月 13 日に提示された指針「ASR サンプル利用に対する考え方」を受け、ASR 共通課題検討 WG

で策定した「ASR サンプル利用の運用方法（案）(2008 年 5 月 9 日改定)」に基づき、ASR をサン

プリング行った。 

 サンプルの移動に際しては、ART の管理の下、ASR 管理票に基づき、ASR の移動の申請を約 8t

依頼し、実際には、7,740kg の ASR の移動を行った。 

 

表 1-1 ASR の利用手続き 

 企業名 住所 

管理者 ART(Automobile shredder 

residue Recycling promotion 

Team) 

東京都中央区八重洲 1 丁目 3-7 八重洲フ

ァーストフィナンシャルビル 19 階 

ASR 提供者 日鉄住金リサイクル株式会社 茨城県鹿嶋市大字光 3 番地 

ASR 運搬事業者 結城運輸株式会社 茨城県 結城市大字上山川 5598 番地の 1 

ASR 利用者 秋田エコプラッシュ株式会社 秋田県能代市扇田字扇渕 11 番地 1 

未利用 ASR 運搬

事業者 

結城運輸株式会社 茨城県 結城市大字上山川 5598 番地の 1 
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1.2  ASR のサンプリング 

 ASR のサンプリングは、「平成２２年度環境省請負業務結果報告書「自動車破砕残さにおける性

状把握調査業務」平成２３年３月、株式会社環境管理センター」の報告書を参照し、下記のように

サンプリングを行った。 

 

(1)ASR の搬入 

 ASR の搬入は、15t ダンプによるばら積みにより行い、7,740kg の ASR を秋田エコプラッシュの

工場内に 10m×10m のブルーシートに広げた。試料の全量を 10ｍ×10ｍのブルーシートの上に広

げ、手作業により攪拌・混合し、試料の厚みが 30～50cm となるようにブルーシート上に広げた。 

  

  

図 1-1 搬入された ASR          図 1-2 平坦にならした ASR 

 

 

図 1-3 ASR の保管状況 

(注：実証試験準備期間の ASR の保管状況、飛散防止のため、口は閉じた状態で保管) 



 4

(2)ASR のサンプリング採取 

 対象となるＡＳＲの重量及び破砕物の大きさ（粒度）より、産業廃棄物のサンプリング方法（JIS 

K 0060）に基づき、採取するインクリメントの大きさ（体積）及び採取個数を確認し、各ＡＳＲに

ついて 20～30kg の試料を５回採取した。採取においては、試料の代表性を得るために、シート状

に広げたＡＳＲ試料の上部及び下部からそれぞれ採取した。 

 

  

図 1-4 中央部上部のサンプリングの様子   図 1-5 5 種のサンプルの混練後のサンプル 

 

表 1-2 5 種のサンプリングの採取場所と採取量 

項目 サンプリング採取場所 採取量 

サンプル 1 広げた ASR の角の部分から採取 27.38 

サンプル 2 広げた ASR の別の角の部分から採取 30.28 

サンプル 3 広げた ASR の中央部の上の部分から採取 26.02 

サンプル 4 広げた ASR の中央部の下の部分から採取 28.62 

サンプル 5 広げた ASR の横の部分の下の部分から採取 25.66 

合計  137.96 
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1.3  サンプルの物理組成の分析 

採取されたサンプル 5 種を混合し、そこから 60.52kg を無作為にサンプリングし、それを代表サ

ンプルとした。代表サンプルの 5mm の篩を通過したものについて、物理組成（プラスチック（主

として硬質のもの）、プラスチック（主としてシート状のもの）、ゴム、ウレタン、発泡スチロール、

繊維類、紙類、木類、金属類（鉄、非鉄金属）、ガラス類、土砂類、電線類、基板等、分類不能物）

の比率を算出した。 

 

       

図 1-6 サンプリングした 60.52kg の ASR     図 1-7 5mm アンダーの残渣 

 

      

図 1-8 廃プラスチック(シート状のもの)  図 1-9 廃プラスチック(硬質系のもの) 
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図 1-10 発泡スチロール     図 1-11 ガラス類       図 1-12 木類 

 

   

図 1-13 紙類        図 1-14 基板類       図 1-15 分類不能物 

 

   
図 1-16 ゴム類       図 1-17 鉄類       図 1-18 非鉄類 
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図 1-19 電線類              図 1-20 ウレタン類 

 

 

図 1-21 繊維類 
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物理組成については、素材について判断できる 3 名にて、秋田エコプラッシュの会議室内で実施

し、手でできる限り、微細なかけらも選別した。（上記写真参照） 

分析した結果、表 1-3 に示すとおりとなった。国の調査結果と比較して、繊維類が多くなってい

るのは、繊維に絡まった微細なプラやウレタンと思われるが、他の項目については、概ね国の調査

結果に近い値となっている。 

 

表 1-3 ASR サンプルの物理組成データ 

品目 Kg % 内容 H22DATA 

5mm アンダーくず 10.42 17.2% ガラス、土砂は、こちらに含まれている。 18.9% 

プラスチック(硬質) 15.96 26.4%  33.4% 

プラスチック(主とし

てシート状のもの) 

3.93 6.5%  5.1% 

発泡スチロール 0.13 0.2% 油が含浸しているものが多い 0.4% 

ゴム 4.97 8.2%  8.8% 

ウレタン 4.37 7.2% 油が含浸しているものが多い 7.7% 

繊維類 
14.49 23.9% 綿埃、繊維くずの状態、若干廃プラとウレ

タンくずが絡まって混入してしまっている 

11.8% 

紙類 0.07 0.1%  0.4% 

木類 0.11 0.2%  1.2% 

金属類（鉄） 2.49 4.1% 磁石でひっつくものを鉄とした 0.1% 

金属類（非鉄金属） 1.49 2.5% 磁石でひっつかないものを非鉄とした 6.2% 

ガラス類 0.17 0.3% ほとんど目視できるものはなかった 0.9% 

土砂類 0.00 0.0% サンプルには含まれていなかった 0.0% 

電線類 1.30 2.1%  2.7% 

基板等 0.19 0.3%  0.2% 

分類不能物 0.45 0.7%  1.3% 

小計 60.52    

（出典：H22DATA は、「平成 22 年度環境省請負業務結果報告書「自動車破砕残さにおける性状把握調査業務」

平成 23 年 3 月、株式会社環境管理センター」から抜粋） 
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1.4  廃プラスチックの組成分析 

(1) フーリエ変換赤外分光分析による分析 

 本事業でサンプリングした ASR に含まれる廃プラスチックの硬質系とシート系について、表面に

付着している油や塵の影響を避けるため、樹脂の表面を削り、フーリエ変換赤外分光分析装置（FT-IR）

を使用し、樹脂を分析した。 

 自動車 PP は、タルクやエストラマーなどがコンパウンドされた樹脂が多く、バージンの PP の波

形を示さないが、バージンのタルク入りの PP と近似していたため、本調査では、PP として整理し

た。 

 

装置名称：フーリエ変換赤外分光分析装置（FT-IR）、ユニバーサル ATR 

メーカー：(株)パーキンエルマージャパン 

型番：Spectrum100 

波長範囲：8300～350cm-1 

分解能：0.4cm-1 

その他：マイケルソン干渉計、乾燥密閉型 

 

 

 

図 1-22 フーリエ変換赤外分光分析装置の仕様 

 

 

図 1-23 樹脂判別結果画面 

（注：スペクトルの測定結果（上・グラフ）、測定結果と近似する既知のプラスチック材料スペクトルリスト

と照合（下・リスト）から近似率からこのプラスチックは「PS」と判定できる） 

 

 

 

 

 



 10 

① ASR 由来 PE の波形 

PE の波形とほぼ一致しているため、PE として判断された。 

 

 

図 1-24 ASR 由来の PE の波形 
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② ASR 由来 PP の波形 

PP の波形とほぼ一致しているため、PP として判断された。 

 

 

 

図 1-25 ASR 由来 PP の波形 

 


